
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ● その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

助成の募集を前期・後期に分け、前期の辞退分の予算を後期に割り振ったり、各期の定員配分を見直すな
ど、最終的な辞退者数が少なくなるよう運用し、堆肥化の取組促進につなげていく。

今年度の見直し
内容

生ごみ堆肥化器材及び電動生ごみ処理機の予算執行率は８～９割程度であり、より執行率を高める（助成の辞退者を少なくする）よう、器材の購
入個数の聴取や申請期限の長さの調整等を行う。

来年度以降の方
向性

実績セミナー・講師派遣については、予算額を踏まえて、各制度の定員のバランスなど適宜見直していく。
助成事業については、助成辞退者がなるべく出ないような運用に検討し、実施していく。

89,231t 87,400t 85,641t 86,900t 86,400t 86,000t

↓

アウトカム
成果指標2

家庭から出る生ごみ量 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

1,604 1,865 1,970 2,180 2,495 2,810

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

増加する集合住宅世帯にも堆肥化の取組が拡げられるよう、堆肥化の効果や取組のイメージなどをより伝わ
りやすい形で周知を行い、参加者の確保につなげていく。

アウトプット
活動指標2

助成により新規に堆肥化を始めた世帯数（推定、H30～累計） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

89,231t 87,400t 85,641t 86,900t 86,400t 86,000t

↓

アウトカム
成果指標1

家庭から出る生ごみ量 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

729 1,000 907 1,000 1,000 1,000

人工

指標

アウトプット
活動指標1

生ごみ堆肥化セミナーの参加人数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

1.5 人工

令和7年度予算額 15,000 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 1.5

正規職員業務量 1.5 人工

令和6年度決算額 14,619 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 1.5 人工

令和6年度予算額 16,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

生ごみ堆肥化に取り組む世帯の割合を増加させ、生ごみの減量を促進することで、新スリムシティさっぽろ計画に定める生ごみ
排出量の目標値の達成を図る。

他都市の状況

生ごみ堆肥化セミナーについては政令市９都市、生ごみ堆肥化機材の助成については政令市１１都市が実施している。

市民参加の実施

令和5年度決算額 14,098 千円 うち特定財源 0

施策名 誰もがごみの減量・再利用・リサイクルなどに積極的に取り組むと

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

新スリムシティさっぽろ計画において、家庭から出る生ごみ量を、平成２８年度比１．０万トン以上減量し、２０２７年度までに生ご
み排出量８．６万トンを目指す新たな目標が設定され、さらなる生ごみ減量が求められている。堆肥化実践者を増やすためセミ
ナーを開催しているが、参加者の約７割が６０代以上であるため、若い世代の参加者を増やすこと、また、堆肥化を継続して
行ってもらう環境づくりが必要である。

事業内容
（何を実施し）

各家庭から排出される生ごみ減量のため以下の取組を行った。
①生ごみ堆肥化セミナーの開催
　セミナー参加者：９０７人　講師派遣：２７１人
②生ごみ堆肥化相談窓口の開設
　相談件数：４６１件
③電動生ごみ処理機購入助成
　助成台数：４３２台
④生ごみ堆肥化器材購入助成
　助成個数：４６５個

事業名 家庭の生ごみ減量・リサイクル推進費
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